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平成２８年度 交通安全県民運動優秀活動団体表彰について

奈良県交通対策協議会（会長 奈良県知事 荒井正吾）では、平成２８年度奈良県交通安
全県民運動優秀活動団体を下記の３団体に決定し、会長表彰をいたします。
この表彰は、主に平成２８年中の春・秋の交通安全県民運動において、優れた交通安全

活動を積極的に推進し、交通安全意識の高揚と地域の交通事故防止に顕著な成果をあげ、
他の模範と認められる団体を、県内各市町村（地区）交通対策協議会などからの推薦に基
づき選考し、決定したものです。
今回受彰されました下記３団体は、今後も地域における交通安全活動推進のリーダー的

存在としてご活躍が期待されます。

記

受 彰 団 体 所 在 地

下市町立下市中学校 吉野郡下市町下市１８１８

奈良県立生駒高等学校 生駒市壱分町５３２番１号

一般社団法人 桜井青年会議所 桜井市桜井２８１番地の１１

活動概要については、別添のとおりです。

※ 表彰状は、それぞれ推薦をいただいた関係市町村（地区）交通対策協議会長、警察
署長等において授与の予定です。



別添

平成２８年度交通安全県民運動優秀活動団体の活動概要

表彰を受ける団体・代表者 活 動 の 概 要

１ 下市町立下市中学校 下市中学校は、多年にわたり春・秋の交通安全運動において、学校ＰＴＡと協力して「通

学自転車点検」等の行事を実施しているほか、町内１５箇所の主要交差点での街頭啓発活

校長 日裏 雄也 動に子ども達の通学の保護誘導も兼ねて参加している。

また、毎月１日・１５日の交通安全日における啓発活動にも教職員が参加し交通事故防

止に努めている。

その他、毎朝の通学時間において、中学校校門前や通学路の各所で見守り活動を行うな

ど、日頃から地道な活動を通じて、子ども達の交通事故防止・保護誘導に努め、その功績

は誠に多大であると認められるものである。

２ 奈良県立生駒高等学校 生駒高等学校は、春には、自転車マナーアップモデル校に指定されたことを受け、自転

車マナーアップ隊を結団し、生徒一人ひとりが模範となる自転車乗車に努めるとともに、

校長 廣岡 敏美 自転車事故防止の啓発活動に積極的に取り組んでいる。

また、長年にわたり、生徒が家庭科の授業でマスコット人形などの交通安全啓発品を作

成し、自治体と警察署が共催する秋の交通安全市民運動などの交通啓発行事において、生

徒会・家庭クラブの生徒が通行車両に啓発品を配布し、地域の交通安全の啓発に寄与して

きている。

３ 一般社団法人桜井青年会議所 一般社団法人桜井青年会議所は、「明るい豊かな社会」を同じ志とする、次代の担い手

となる責任感旺盛な２０歳から４０歳までの、桜井市・宇陀市・曽爾村・御杖村・東吉野

理事長 東山 利也 村に住所勤務地を置き、指導的立場にある青年の集まりである。

なお、上部団体は、現在７１８の地域において４万人の会員を擁し、全国的運営の総合

調整機関を担っている日本青年会議所である（所在地：東京都）。

「報恩謝徳」を本年度のスローガンに、交通安全の重要性を深く認識し、平素から団体

の総力をあげて、桜井市内から悲惨な交通事故をゼロに近づけるための啓発活動等に取り

組んでいるものである。

毎年、春・秋の交通安全県民運動期間中には、各団体と協働し積極的な取り組みを実施

しており、桜井市長、桜井警察署長等が出席する「卑弥呼の里交通安全宣言」では、参加

者を代表して安全宣言を行い、「交通事故死ゼロを目指す日」においては、古代衣装や「万

葉戦士 皇（みこと）」（桜井市ご当地キャラクター）」に扮して、他の参加団体等ととも

に啓発物品の配布とともに、車両運転者等に事故防止の呼びかけを行う等の様々な交通安

全活動に取り組んでいるものである。

各活動の中で特筆すべきは、本年９月１８日、桜井青年会議所が中心となり実施した「大

和桜井万葉まつり」において、桜井警察署、桜井市役所、市内交通安全活動団体とともに、

市民や祭り参集者に対し、交通安全への意識向上を目的に「交通安全パレード」を計画・

実施したことで、同パレードを通じ「秋の交通安全県民運動」の趣旨を広く周知させるこ

とができた。

このとおり、交通安全に対する取り組み姿勢は、活動の趣旨を真に理解して、様々な活

動を主導しており、他の模範となるものである。


